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葉山町地域公共交通再編プロジェクトの概要（案） 

 

〇目 的 ：町内の交通不便地域の移動課題解決のため、町内の日用品等の買い物、地域サロン、通院な

どの日常生活上での移動の具体的な対策とする（交通×買い物・医療・まちづくり） 

〇手 法 ：葉山町が所有する 10人乗りワゴン車 1台を使用する。運行は町がタクシー事業者に運行管

理を委託し、AI オンデマンドアプリ（※）を搭載した車両による「オンデマンド型送迎サ

ービス」の実証運行を行う。財源として、国土交通省「地域交通共創モデル実証プロジェク

ト」の「実証運行事業」にかかる補助金（共創補助金）の枠組みを活用することを見込む。 

※アプリを用いた事前予約制で、AI（人工知能）を活用して最適な経路を判定して運行する仕組み 

〇運行区域：運行区域は現時点では未定。町内を３～４区域に分割し、それぞれ役場・公共施設、スーパ

ーマーケット、医療機関、集会施設を含む区域で、１路線あたり１時間程度を目安とした区

域設定を行う。実証運行は、３～４区域を１か月ずつ程度で回り運行する予定。 

 

【経路イメージ（案）】※イメージ図は長柄地区 

実証運行区域：住宅地 ～ 地域内集会施設 ～ 買い物（スーパーマーケット等）～ 医療機関（診療所）

～ 公共施設（町役場・図書館） 

 

〇今後の流れ 

➢ 共創パートナー（スーパーマーケット・医療機関等）との協議・決定（２月中下旬） 

➢ 共創補助金応募資料の作成（２月下旬〜） 

➢ 関東運輸局への事前相談（３月上旬） 

➢ 共創補助金の申請（３月上旬） 

➢ 共創補助金の採択決定（４月下旬） 

➢ 葉山町で予算措置（６月上旬） 

➢ 実証運行開始（早くても８月以降） 
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《参考》 国土交通省「共創モデル実証プロジェクト」 

⚫ 令和６年度１次公募期間：令和６年２月 27日～４月５日 

 

⚫ 共創パートナーの株式会社パブリックテクノロジーズは、令和５年度には「①共創モデル実証運行

事業」「②人材育成事業」の採択を受け、次の事業を進行中です。（赤枠部分） 

 

 

 

 


